
富
！

願
海
寺

城

跡

１
　
所
在
地
　
　
　
碁昌
山
市
願
海
寺

２
　
調
査
期
間
　
　
一
一〇
〇
二
年

（平
１４
）
八
月
―
九
月

３
　
発
掘
機
関
　
　
｛昌
山
市
教
育
委
員
会
埋
蔵
文
化
財
セ
ン
タ
ー

４
　
調
査
担
当
者
　
古
川
知
明

５
　
遺
跡
の
種
類
　
城
館

（平
城
）
跡

６
　
遺
跡
の
年
代
　
戦
国
時
代

７
　
遺
跡
及
び
木
簡
出
土
遺
構
の
概
要

願
海
寺
城
は
、
富
山
市
西
部
の
射
水
平
野
に
位
置
し
、
上
杉
謙
信
方
の
武
将

寺
崎
民
部
左
衛
門
が
拠

っ
た
平
城
で
あ
る
。
城
は
天
文
二

一
年

（
一
五
≡

じ

か
ら
天
正
九
年

（
一
五
人
こ

ま
で
存
続
し
た
。
城
の
位
置
は

こ
れ
ま
で
不
明
だ
っ
た
が
、
今

回
の
調
査
で
城
の
南
端
の
二
重

の
堀

・
土
橋
及
び
郭
の
一
部
、

井
戸
を
検
出
し
た
。
内
堀
は
二

Ｄ

段
に
掘
ら
れ
、
郭
側
の
浅
い
部

告
四
分
に
遺
物
が
大
量
に
廃
棄
さ
れ

て
お
り
、
木
簡
、
埠
、
漆
塗
椀
、

将
棋
駒
、
漏
斗
、
陶
磁
器
が
出
土
し
た
。

８
　
木
簡
の
釈
文

・
内
容

ω
　
。
「
た
て
わ
き
　
　
」

〔暫
力
〕
　
　
　
〔
己
力
〕

名

□

わ

り

た

て

□

」
　

　

　

　

　

　

　

　

　

Ｐ
Ｐ
受

壱

要

の

自

滓

②
　
名
与
兵

『大
□
斗
』
（重
ネ
テ
線
刻
こ

。
「今『し
』
（重
ネ
テ
線
刻
）
　

」
　
　
　
　
　
　
∞ぎ
差
〕
×
３

ｏ解

ω
は
短
冊
型
の
上
端
を
山
形
に
し
、
下
端
を
切
り
折
り
す
る
。
表
の

「た
て

わ
き

（多
て
王
き
こ

は
、
人
名
の

「帯
刀
」、
場
所
を
示
す
意
の

「館
脇
」、
織

物
の
立
湧
紋
様
の
可
能
性
が
あ
る
。
裏
の
一
字
目
は

「暫
」
の
可
能
性
が
あ
り
、

短
時
間
の
意
味
、
あ
る
い
は
望
塚

（堀
）
の
意
味
を
も
つ
。
「わ
り
た
て

（王
り

多
て
こ

は
、
攻
撃
す
る
意
の

「割
り
立
て
る
」、
館
を
破
壊

・
破
却
す
る
意
の

「割
り
館
」
な
ど
が
考
え
ら
れ
る
。
最
後
の
一
字
は

「己
」
と
み
ら
れ
る
が
意

味
は
不
明
。
全
体
と
し
て
、
堀
ま
た
は
館
に
関
す
る
軍
事
的
な
内
容
の
命
令
文

書
の
可
能
性
が
あ
る
。

②
は
将
棋
駒
の
歩
兵
で
あ
る
。
表
面
の

「与
」
は
極
小
で
、
歩
の
崩
し
字
と

み
ら
れ
る
。
裏
面
は

「今
」
の
崩
し
字
と
み
ら
れ
る
。
駒
に
は
墨
書
と
重
な
っ

て
線
刻
が
み
ら
れ
る
。
表
面
に
は

「大
部
斗
」
あ
る
い
は

「大
申
斗
」、
裏
面
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に
は

「
し
」
と
あ
る
が
、
意
味
は
不
明
で
あ
る
。
な
お
、
将
模
駒
の
釈
文
と
解

説
は
、
増
川
宏

一
氏
に
よ
る
。

９
　
関
係
文
献

富
山
市
教
育
委
員
会

『富
山
市
内
遺
跡
発
掘
調
査
概
要
Ｖ
Ｉ
水
橋
二
杉
遺

跡

・
願
海
寺
城
跡

・
北
代
遺
跡
―
』
０
一〇
Ｑ
二
年
）

（古
川
知
明
）

小
林
昌
二

・
戸
根
与
八
郎

・
相
沢

央
編

『新
潟
県
内
出
土
古
代
文
字
資
料
集
成
』

の
刊
行

本
書
は
、
新
潟
県
内
か
ら
出
土
し
た
古
代
文
字
資
料
の
集
成
で
あ
る
。

二
〇
〇
三
年

一
一
月
末
ま
で
に
確
認
さ
れ
た
資
料
を
対
象
と
し
、
木
簡

一

四

一
点
、
漆
紙
文
書
四
点
、
墨
書
土
器
四
〇
六
六
点
、
文
字
瓦
六
〇
点
、

銅
印

一
点
の
合
計
四
二
七
二
点
を
掲
載
す
る
。
遺
跡

一
覧
表
、
文
字
資
料

一
覧

（墨
書
土
器
等

・
木
簡

・
漆
紙
文
書

・
銅
印
）
、
図
版
、
文
献

一
覧

表
か
ら
構
成
さ
れ
る
が
、
そ
れ
ぞ
れ
個
々
の
遺
跡
報
告
書
を
参
照
し
や
す

く
配
慮
さ
れ
て
い
る
。　
一
九
九
五
年
以
来
九
回
に
わ
た
つ
て
開
か
れ
て
き

た

「新
潟
墨
書
土
器
検
討
会
」
の
成
果
も
ふ
ま
え
て
編
集
さ
れ
た
も
の
で

あ
り
、
新
潟
県
内
二

一
二
遺
跡
か
ら
出
土
し
た
古
代
文
字
資
料
の
全
貌
を

一
冊
に
し
て
把
握
で
き
る
資
料
集
で
あ
る
。

Ａ
４
判
二
〇
七
頁

（う
ち
図
版
人
○
買
）、
二
〇
〇
四
年
二
月
刊
行

を任
価
二
〇
〇
〇
円

頒
布
の
お
問
い
合
わ
せ

。
お
申
し
込
み
は
左
記
へ
。

〒
九
五
〇
十
二

一
人

一　
新
潟
市
五
十
嵐
二
の
町
人
〇
五
〇
番
地

新
潟
大
学
大
学
院
現
代
社
会
文
化
研
究
科
小
林
昌
二
研
究
室
気
付

新
潟
墨
書
土
器
検
討
会

(1)赤外線写真
(部分)




